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節
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こ
ぶ
な
と
(
小
舟
渡
)
止

と
い
え
ば
、
年
配
の
方
に
は
中
学
時
代
、
チ
ン
チ

ン
電
車
に
す
し
詰
め
さ
れ
て
、
学
校
水
泳
に
通
っ

た
思
い
出
が
な
つ
か
し
ま
れ
よ
う
。
白
山
連
峯
を

見
は
る
か
し
、
九
頭
竜
の
清
流
た
ぎ
っ
と
こ
ろ
、

展
望
う
る
わ
し
い
こ
の
山
峡
は
、
模
式
的
な
河
川

中
流
景
観
と
地
理
大
系
は
図
録
し
、
電
鉄
会
社
は

早
々
遊
園
地
化
を
読
み
で
、
沿
線
一
の
勝
地
に
仕

上
げ
た
。
し
か
し
小
舟
渡
は
そ
の
単
直
な
命
名
の

如
く
、
白
山
・
平
泉
寺
へ
の
往
還
舟
渡
し
と
し
て

親
し
ま
れ
、
長
い
歴
史
を
街
道
と
と
も
に
河
川
と

と
も
に
生
き
て
き
た
。
×
 

小
舟
渡
の
名
は
操
舟
に
従
事
し
た
船
頭
部
落
の

宇
名
で
、
渡
舟
場
ぞ
も
指
す
。
吉
田
と
大
野
の
郡

笠
松

わ
が
町
わ
が
村
渡
船
場
周
辺

境
、
関
門
の
要
所
で
も
あ
る
。
「
小
船
渡
船
渡
|

馬
船

l
川
幅
四
十
三
間
水
七
尺
岸
四
間
(
越
前
国

絵
図
)
」
の
川
幅
や
水
流
、
水
勢
に
は
時
代
の
変

化
が
な
い
選
ば
れ
た
場
所
と
い
え
よ
う
。
渡
船
時

代
は
幕
府
領
森
川
村
地
籍
で
、
村
役
人
が
そ
の
管

理
に
当
っ
た
。

渡
船
場
の
起
原
は
「
舟
渡
始
り
の
儀
は
相
知
不

申
(
宝
暦
十
年
村
差
出
明
細
帖
)
」
で
年
代
は
不

明
で
あ
る
。
同
じ
九
頭
竜
山
の
舟
場
で
、
こ
の
川

上
の
グ
ウ
の
島
渡
し
ん
q

は
タ
ハ
コ
渡
し
止
こ
と
も
い

い
、
白
山
衛
定
道
を
聞
い
た
泰
澄
大
師
が
箱
舟
に

乗
っ
て
渡
っ
た
伝
説
が
あ
り
、
小
舟
渡
に
も
伝
え

る
。
渡
し
と
泰
澄
伝
説
は
北
陸
道
日
野
川
越
え
の

グ
白
鬼
女
渡
し
寸
が
代
表
的
、
白
山
道
の
聞
か
れ

た
古
い
時
代
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

船
人
た
ち
が
他
か
ら
移
っ
て
、
き
て
特
殊
な
身
分

に
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
白
鬼
女
渡
し
の
船
頭
者
と

同
様
で
、
言
語
の
な
ま
り
や
風
習
に
は
土
地
百
姓

と
は
異
な
っ
た
も
、
が
の
あ
り
、
小
舟
渡
の
字
名
も

船
頭
部
落
の
卑
称
と
さ
れ
て
き
ら
わ
れ
て
き
た
。

「
当
村
地
内
小
舟
渡
渡
一
守
共
家
数
二
十
三
軒
、
人

数
八
十
一
人
、
馬
十
疋
(
前
記
明
細
帖
)
」
で
、

与
え
ら
れ
た
船
屋
敷
に
住
み
、
船
頭
二
十
二
人
衆

二
人
の
頭
衆
が
あ
り
、
小
作
や
雇
い
仕
事
に
も
つ

い
て
暮
し
ぞ
補
っ
た
。
公
儀
か
ら
は
毎
年
四
石
二

斗
七
升
六
合
の
給
米
を
受
け
た
が
、
こ
れ
は
村
年

貢
の
う
ち
か
ら
差
し
引
か
れ
た
。

船
は
普
通
予
備
船
守
合
わ
せ
て
、
大
船
三
そ
う

小
船
二
そ
う
が
用
意
さ
れ
た
。
大
船
は
幅
四
尺
五

寸
長
さ
六
間
入
ヶ
年
用
、
一
小
船
は
幅
三
尺
五
寸
長

き
三
間
半
五
ヶ
年
使
用
を
限
度
と
し
た
が
、
二
三

年
で
大
中
の
破
損
が
で
き
、
-
「
小
舟
渡
大
小
共
船

流
失
船
人
二
人
流
死
(
天
保
十
年
勝
山
町
年
寄

控
)
」
と
、
出
水
に
よ
る
流
失
も
多
く
、
毎
年
新

造
や
修
理
を
行
っ
た
。
新
造
や
修
理
の
入
費
は
、

こ
れ
吾
船
組
と
称
す
る
近
郷
の
村
々
に
割
り
あ
て

る
が
、
特
に
新
造
の
場
合
は
船
組
総
代
に
よ
る

。
船
寄
合
ん
q
e
T
聞
き
「
小
舟
渡
新
腿
註
文
仕
様
書

(
安
永
二
年
)
」
に
て
、
発
注
す
る
か
、
請
負
入

札
の
上
、
組
分
担
を
定
め
「
小
舟
渡
大
船
は
町
郷

中
立
合
割
小
船
は
一
度
限
と
し
て
惣
割
に
金
五
匁

計
画
遣
事
(
安
政
三
年
年
寄
控
)
」
と
、
組
内
は

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
合
っ
た
。
新
船
が
出
来

上
る
と
船
組
総
代
で
見
分
「
船
見
分
の
時
は
町
年

寄
は
払
先
羽
織
踏
込
着
帯
万
に
て
出
役
か
と
人
足

は
圧
屋
よ
り
指
出
候
事
(
安
政
三
年
)
」
町
役
人

は
威
勢
を
張
っ
た
。

渡
船
が
船
橋
に
代
っ
た
の
は
明
治
十
六
年
、
明

治
六
年
の
船
賃
は
一
人
五
文
、
馬
一
疋
口
付
人
共

十
五
文
、
荷
持
人
八
文
で
、
一
日
平
均
人
二
十
五
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位

人
、
馬
九
疋
、
荷
持
二
十
四
人
の
往
来
で
、
年
平

均
収
入
百
六
十
四
貫
八
苦
八
十
文
の
予
算
を
見
立

て
た
。
小
笠
原
勝
山
藩
主
の
参
勤
交
替
江
戸
へ
の

道
中
記
も
当
り
、
安
永
六
年
帰
城
道
中
総
勢
百
二

十
四
よ
の
行
列
船
越
し
は
、
近
郷
比
島
村
船
頭
の

助
力
も
頼
み
、
一
貫
五
百
文
が
支
払
わ
れ
た
。

×
 

乙
の
渡
し
を
越
え
て
嫁
い
で
き
た
私
の
祖
母
は

そ
の
時
十
七
才
、
ま
だ
手
ま
り
を
つ
き
、
ほ
、
〉
ず

き
を
含
む
日
が
多
か
っ
た
。
初
産
を
里
で
す
ま
し

て
養
生
中
、
婚
家
の
母
の
死
を
聞
き
帰
参
を
急
い

で
舟
場
に
着
い
た
が
、
産
の
忌
が
明
け
ぬ
と
あ
っ

て
、
用
意
の
大
だ
ら
い
に
乗
っ
て
母
子
と
も
渡
さ

れ
た
。
川
止
め
時
の
と
ば
く
開
帖
、
船
中
の
す
り

捕
り
物
、
馬
船
の
馬
を
河
童
が
ね
ら
っ
た
話
な

ど
、
船
場
に
投
影
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
、

渡
船
は
人
生
の
哀
歓
を
乗
せ
て
運
ん
だ
。
河
水
は

記
録
を
流
し
物
語
り
を
よ
ど
ま
せ
、
史
学
に
冷
た

く
文
学
に
暖
か
い
。
ひ
と
り
河
岸
の
岩
壁
は
風
霜

に
動
ぜ
ず
、
静
か
に
河
川
譜
を
つ
づ
る
。
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